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毎月１９日は、「かがわ育児の日」 

第136号 

 司書のオススメ本 ～１2月の新着図書から～ 

＜12月の新着図書～ほかにもこんな図書が入りました～＞（ ）は棚番号と内容です。 

               

 ●県立図書館の子育て支援コーナーの図書は、県内のお近くの市町図書館等から取り寄せができ 

  ます。詳しくはお近くの公共図書館へご相談ください。 

 著者の松居直（ただし）氏は、児童書の編集者として、また、父親として長年にわたって「絵

本の持つ意味」を考えて来られたそうです。 

 松居氏の考える絵本の意味や役割は、「親と子が共に居て、その生活の時間と空間のなか

に『言葉』があること。そして『読み手』と『聞き手』がその言葉の喜びを『共有すること』」なの

だそうです。子どもは、小さいときに読んでもらった絵本の作者は覚えていなくても、読んでく

れた人が誰だったかは覚えているとのことです。 

 親が赤ちゃんにスマホの動画を見せ、あやしている光景が珍しくなくなった今の時代に、子

どもと親が言葉を交わし、触れ合うことの大切さを思い出させてくれる一冊です。 

『絵本は心のへその緒 赤ちゃんに語りかけるということ』  

 松居 直／著 ブックスタート／刊 2018. 10 

『子どもはレシピ10個で育つ。』  

 上田 淳子／著 光文社／刊 2018. 11  

(支援１ー１ 家族関係） 

・『家族のコトバ Vol.2 家族と向き合う編』 

  VERY編集部／編 光文社／刊  

（支援１ー２ 妊娠）  

・『妊娠糖尿病からわたしとベビーを救った奇跡のメソッド』     

 金子 洋子／著 祥伝社／刊  
（支援２ー４ 子どもとメディア）                                                                                                                                
・『スマホ社会の落とし穴 子どもが危ない!』  

 清川 輝基，内海 裕美／共著 少年写真新聞社／刊   

（支援３ー２ 子育てヒント）     

・『イライラに困っている子どものためのアンガーマネジメント 

 スタートブック』 佐藤 恵子／著 遠見書房／刊                                   

（支援３ー３ 子育てのヒント）     

・『お母さん精神科医の育児クリニック』 

 泉 薫子／著 集英社／刊  

（支援４－１ 父親の育児） 
・『アドラー式働き方改革仕事も家庭も充実させたいパパの 

 ための本』 熊野 英一／著 小学館／刊  

（支援５－１ 特別支援教育） 
・『療育って何? 親子に笑顔を届けて』 

 近藤 直子／［ほか］編著 クリエイツかもがわ／刊 

 （支援５－２ 家庭教育） 
・『「潜在意識」が子どもの才能を伸ばす』 

 齋藤 直美／著 さくら舎／刊 

    

 著者によると、料理のレシピは１０個ほど持っていれば十分で、それをアレンジしてバリエー

ションを広げればよいのだそうです。 

 読み進めて行くと、「『マンネリ』という言葉に縛られているのは自分だけ。カレーもハンバー

グも『週１回』出したって家族は困らない」、「今日の献立＝自分が食べたいもの」などのイン

パクトのある言葉が続きます。家族が好きなものは頻繁に作っていいし、家族の好きなものと

同じくらい大切なのが、作る人の気分で、仕方なく作ったものは、子どもにも伝わってしまうと

のこと。読んでいるうちに、料理に対する気負いがだんだんなくなり、軽やかな気分になりま

す。もちろん、「食べ飽きない１０のレシピ」も掲載されていますよ。 
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＜子育て支援担当より＞ 

 
  
 

 ●企画展示「働きながら子育て応援Books！」を開催しています！● 
 来年の春のお子さんの保育所・幼稚園への入所・入園や小学校への入学を機に働こうかと考えているお母さ

ん、そろそろ準備を始める時期ですね。 

 子育てと仕事の両立がうまくできるか不安に感じている方も、あらかじめ必要な知識を身につけて、家族と

協力していけば、きっと大丈夫！ 

 今回は、働きながら子育てをされる方に役立つ本約２００冊を展示・貸出しています。開催期間は、来年の

３月３日（日）までです。どうぞ、ご利用ください。 

県内図書館 子育て支援コーナー訪問 
～第４回 観音寺市立中央図書館～ 

 このコーナーでは、香川県内の図書館の子育て支援コーナーや子育て支援関連行事を紹介しています。 

 第４回目は、観音寺市立中央図書館を紹介します。 

 観音寺市立中央図書館は、観音寺市役所の正面にあります。１階には、一般書や児童書のコーナー、２

階には参考図書コーナーや多目的ホールがあります。蔵書冊数は、約１７万冊（うち児童書は約４万３千

冊）です。 

 

  

 子育て支援コーナーは、１階閲覧室の児童書コーナーの隣にあります。

赤ちゃん絵本が近くに配架されていて、お子さんとソファーに腰かけて

ゆっくり本を読むことができます。 

 妊娠・出産、名付け、育児、病気など子育てに役立つ図書、約４００冊

が集められています。 

 ◆司書より一言◆ 

 児童書コーナーの近くにあって、お子さんと一緒に落ち着いて本の読め

るコーナーです。育児全般の悩みが解決できる本が揃っています。ぜひご

利用ください！ 

★観音寺市立中央図書館からのイベントのお知らせ★ 

読み聞かせボランティア講座「子どもと本をつなぐ架け橋に」 を開催します。 

●日時：平成３１年１月１９日（土）午後２時～３時３０分 ●場所：２階多目的ホール 

●対象：一般＆ボランティア ●講師：小川俊緒先生（前坂出市立大橋記念図書館長）  

 絵本の選び方や読み方が学べます。興味のある方は、どなたもお気軽にご参加ください！ 

＜お問合せ先＞観音寺市立中央図書館 〒768-8601 観音寺市坂本町一丁目１－１ TEL:0875-23-3960 

★定期的にボランティアによるおはなし会を開催しています。 

 参加は自由です。場所：児童書コーナー 

●おはなし会  

・第１土曜日 １３：３０～１４：１０（主催：SORA）  

・第４土曜日 １０：３０～１１：１０（主催：すみれ） 

●英語のおはなし会（主催：英語の出前隊） 

・第２火曜日 １４：３０～１５：００    

●英語をたのしもう！（主催：愛読会） 

・毎週金曜日 １４：３０～１５：００ 

 ボランティアグループ愛読会

による「英語をたのしもう！」の

様子です。 

 子どもたちは、英語絵本の読み

聞かせを聞いたり、歌に合わせて

踊ったり楽しそうでした。 

 すべての所蔵図書には各図書の情報の入ったIC チップ

がついています。 

 借りたい図書と貸出カードを重ねて自動貸出機の前に置

くと、自分で簡単に手続きができます。 
観音寺市立中央図書館

名付けの本は向かいの棚にあります！ 


